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BE=E
Bt ¥ 5% U or mL mg IgG/kg b= (A)

WS AT A (TIG) IM 250 U 10 3
BEYFF 2 F Bh (HBIG) IM 0.06 mL/kg 10 3
K= F[H (VZIG) IM 125 U/10kg 20-40 5
2 Fh (IG)

AR IM 0.25 mL/kg 40 5

BELE IM 0.50 mL/kg 80 6
RSVF R )E X< D) IM 15mg/kg 0
CEgil

i IR Bk \Y 10 mL/kg |INTES 0

=B R MmEk \Y 10 mL/kg 20-60 5

I #% /1 /MR \Y 10 mL/kg 160 7
RERAEFOR/BITEE \Y 300-400 8
ITP (st m/MRE A EBR)  IV 400 8
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KD (JIli&5%) I\ 1600-2000 1




Frk225F9H 308
IMNR=HEEIR FhikEEE=

FPHERORRESEDRE

I EREEVIFUODIEER




CONTENTS

BCG
W% A% (MRTJUF)

—$E /EI:'%

H 7 fix %




CONTENTS

BCG
W% A% (MRTJUF)

—$E /EI:'%

H 7 fix %




2RZBEZR (AO10KAN) 20095

() Lo




cE T

*E ﬁ ,L?; 7 "_;'2‘;2'-:'."-‘-';--:_:' T

*ﬁﬁFT!2LO

LM L

) 240

sEH

B ] 200

KEHTN P

-] 151

= 236

] 197

R C N

1164

L b T S '4-“4_‘- T o 20-1
_ =L
| 133 Q )
B 101 }'

v TOIZPERE 20084
(B, REEULRESHER

i)

0.0

RERUIRESEHH
RMEREEAIRIRSIE

(7. 1)
(13. 3)

REHRBEUARESHFO5. 1)

I3
B REBEAIRESEET
EEREEAIRESEST

e

(28. 9)
(26. 4)
(24. 0)




BCG#IEIE=IEDZNR

etz TR

B EK 519%
N AEAR % 64%
B RBRENEX 78%

RELETOFHR 74%

Colditz et al. JAMA 271: 698-702, 1994
Pediatrics 96: 29-35, 1995



BCGi#HMD{EY A

(B JATA
B JATA




BCGHxE A%

ZILaA—ILIZLoMYEZKETHED

= ,.“E’Zk""'c




IF LU\BCGHEFE EB{L

o FREsRIDIFITHR
(_ 7 T imah)

BEA FimdplE., K
J§0)1E|3 =AY R N
6 jﬁs IE Fﬁf&t )

R DG <raAk
2 B DN DT ONERSL T
H5

o FOAFDREEL
= ARET40-70%







DPTIVF 2L &oELS. -
R TSR (o) 3R BCGHERBE A H B

PR R T

Bk / / -'



プレゼンター
プレゼンテーションのノート
三混ワクチンを注射しようとしたら、こんな部位にBCG接種痕があったり・・・。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
小さい子が腋の後部に接種され、肌着で摩擦して膿疱が破れはしないか、汗で湿潤化して回復が遅れはしないか、
などと心配です。


Rk 3BCGIRERONIIE
A L BIATE CEE T v Y ORI H1=5)



プレゼンター
プレゼンテーションのノート
少し大きい子ですが、なぜこのような部位に接種したのか理解できない例もありました。半袖シャツの裾が当たって拙そうな事例です。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
2005年大阪男児の報告例では、母の予防接種歴は不明であり、備考としてインドで感染の可能性が考えられるとのこと。
以降2006年～2009年第35週迄報告例はなかったが、本年36週に長野県で1例報告がありました。海外（フィリピン）で感染した可能性が高いと考えられております。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
受診10日後に右鼠径部リンパ節を触知するようになり、画像上石灰化を一部認めたため悪性新生物も否定できず摘出術となりました。。スライドに示すようにチール・ニールセン染色陽性の桿菌を認め、病理にても乾酪壊死像を認めたことより右鼠径部結核性リンパ節炎の診断にて､イソニアジド・リファンピシン9か月内服となりました。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
西日本に多発。9年4ヶ月の間に53名の患者報告数あり。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
４０代以降に患者報告は多発
2009年には21ヵ月男児・7歳男児の若年者での発症報告あり。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
参考まで、ＷＨＯの北半球における2010/2011シーズンの推奨株が示されております。
A/H1N1株はパンデミックインフルエンザワクチン株となっており、今後日本国内におけるワクチン株決定に影響が出てくるのではないかと思っております。

It is recommended that the following viruses be used for influenza vaccines in the 2010-2011 influenza season (northern hemisphere): 
— an A/California/7/2009 (H1N1)-like virus;�— an A/Perth/16/2009 (H3N2)-like virus;*�— a B/Brisbane/60/2008-like virus. ��* A/Wisconsin/15/2009 is an A/Perth/16/2009 (H3N2)-like virus and is a 2010 southern hemisphere vaccine virus.
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
Key Points 
・	保育園児の細菌保菌に関する調査では、保育園などで集団生活を開始すると、ほとんどすべての保育園児が肺炎球菌とHibを含むインフルエンザ菌を保菌。
・	本調査は、2004年4月1日より1年間、0歳児クラスに入園した乳児24名（男児11名、女児13名；2004年4月1日時点での平均月齢は6.9±3.0カ月）が対象。
・	方法：4回に分けて、各シーズン1回上咽頭拭い液を採取し、培養した。
・	入園から月日の経過とともに、肺炎球菌とインフルエンザ菌をともに保菌している乳児が増加している。
・	入園からわずか1～2カ月後には乳児の80.0％（20例中16例）が肺炎球菌とインフルエンザ菌をともに保菌し、入園後1年を通してこれら2つの菌の保菌状態がほとんどの乳児で持続する1）。
・	集団生活を送る乳児では、特に肺炎球菌やHibによる重篤な感染症のリスクが高いことがうかがえる。

References
1 ）武内一ほか：小児感染免疫19（4）：399, 2007
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1) University of Rochester Medical Center
http://www.urmc.rochester.edu/news/story/index.cfm?id=1632 August 27,2007 2010/9/1& 08
2)Medicinal Chemistry Project
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
Key Points
・	小児の髄膜炎と中耳炎から分離された肺炎球菌に対するプレベナーの血清型カバー率ならびにPRSPカバー率。
・	プレベナーによる血清型カバー率は髄膜炎で約80％、無莢膜型の分離が多い中耳炎で約60％。
・	これらの臨床分離株中PRSPに対するプレベナーの血清型カバー率は、髄膜炎で約90%、中耳炎で82%を占めた。

References
1）Ubukata K, et al.: Antimicrob Agents Chemother 48（5）: 1488, 2004
2）神谷齊ほか：感染症学雑誌 81（1）: 59, 2007
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
Key Points
・	小児の侵襲性肺炎球菌感染症由来株の莢膜血清型と各血清型におけるペニシリン耐性遺伝子保有株の分離率。
・	2006年8月から2007年の186施設における小児193例、成人303例からの臨床分離株496株を集積。
　 うち小児IPD症例からの肺炎球菌191株を分析した。
・	プレベナーは7価で全分離株の75.4%をカバーしている。
・	gPRSPは46.1%、gPISPは39.8%であり、薬剤耐性遺伝子を保有する肺炎球菌は合計82.5%に及んだ。
・	プレベナーでカバーされる菌株144株中、耐性遺伝子保有株は130株でそのカバー率は90.3%であった。
・  	一方、血清型6A,19A,1,3,7Fを含むPCV13は対象とした菌株の93.7%をカバーした。

References
Ciba,N. Ubukata,K. et al.: Epidemiol Infect 19:1, 2009
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
Key Points
・	肺炎球菌結合型ワクチンで最も汎用されているのは7価のプレベナーで�ある。
・	近年、結合型ワクチン導入国では血清型19Aや６A、３といった非ワクチン血清型が増加していることからPCV13の早期導入が待たれる。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
Key Points
・	細菌性髄膜炎の起炎菌としてインフルエンザ菌のほとんどがｂ型（Hib）。その割合はHibが6割、肺炎球菌が2-3割で、両方合計で約8割。
・	菌血症では肺炎球菌が圧倒的に多く、また細菌性中耳炎においては30％を占める。
・	罹患率:神谷班長の全国調査では、肺炎球菌による髄膜炎は10万人あたり2.9人と報告。
・	髄膜炎以外の侵襲性肺炎球菌感染症は10万人あたり9.8人。

References
1 ） 神谷齊 ワクチンの有用性向上のためのエビデンス及び方策に関する�研究．平成19年度統括・分担報告書
2 ） 荻田純子ほか：感染症学誌 82（6）：624, 2008
3 ） Teele DWT et al.: J Infect Dis 160:83,1989
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
Key Points 
・	上位4菌種の年齢分布を示した。B群レンサ球菌は19例が分離されたが、6カ月の1例を除き3カ月以下の小児であった。
・	大腸菌は6例で全例1カ月以下の乳児であり、これらの2菌種は従来の報告と同様に低年齢での発症が多かった。
・	インフルエンザ菌は最も分離が多く136例で、3カ月未満が4例と低年齢での発症もみられるが、多くは4カ月～5歳に分布し、2歳未満に多い結果であった。
・	一方、肺炎球菌は48例で3カ月未満の症例はなく3カ月～12歳に分布しており、インフルエンザ菌と異なり、6歳以上の年長児にも4例の報告があった。

References
砂川慶介ほか：感染症学雑誌 82（3）：187, 2008
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
Key Points
・	小児細菌性髄膜炎で原因菌別に死亡率をみるといずれの報告でも、肺炎球菌による髄膜炎の死亡率がインフルエンザ菌による髄膜炎より高率である。

References
砂川慶介ほか：感染症学雑誌 82（3）：187, 2008
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
死亡者数も近年は5名未満である。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
いちばん拙いとされている肩付近への接種です。
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